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　①　なぜ公共施設マネジメントが必要か？

～高度成長期の全国的な人口増加期
に大量建設された公共施設や道路、橋
梁、上下水道などの維持更新投資の
集中

全国的な人口減少、高齢化などの人口
構成の変化、市町村合併などによる公
共施設の需要と供給のバランスの変
化

建築基準法改正前に建設した建物の
耐震化、バリアフリー化など、施設の高
機能化需要の高まり

厳しい財政状況
にあるなか、施
設の建替え費用
を確保するのが

難しい

人口は減ってい
るのに施設数は
変らず。近隣に
同じような用途の
施設が多数立地

耐震改修等の
未実施の施設
も多い

リスクに備えた公共施設等の改革が必要！
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          　　　　　　　 ＜今後の公共施設のあり方＞

公共施設マネジメント：地方公共団体等が保有し、又は借り上げている全
公共施設を、自治体経営の視点から総合的かつ統括的に企画、管理及び
利活用する仕組み

②　公共施設をどうマネジメントするか

＜地方自治体を取り巻く課題＞＜公共施設の実態＞

単なる実態把握にとどま
らず、マネジメントの視点
を持った計画の策定が
必要
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白書作成により現況を的確に把握した後

③　公共施設マネジメントの基本的な推進イメージ
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ステップ

公共施設白書の作成

これまで各所管課が別々に把握していた市が保有する公共施設（建
築物系・インフラ系）の現況を、一元的に把握し、市全体として、
より効果的かつ効率的な公共施設の維持管理・運営を推進していく
ための全市及び用途分類別の課題を抽出

ステップ２

公共施設等総合管理計画の策定

公共施設白書の作成を通じて、明らかにできた課
題を踏まえ、全市及び用途分類別に、より効果的かつ効率的な維持

管理・運営を推進していくための基本的な取組方針を明示

ステップ３

個別具体のアクションプランの策定及び推進

例えば「維持」、「用途転換」、「運営主体の見直し」、「廃止も視野に入れ
た抜本的なあり方の見直し」など、仮説として個々の施設の今後の方向
性を明らかにした上、何をいつまでに推進（又は検討）するのかを示した
実行計画を策定し、これに基づく具体的取組を実践




